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研究成果の概要（和文）：歌舞伎の役者評判記の挿絵と演目の内容や評文との関係を、一つの演目につき二種の役者評
判記が出版されている場合について検討し、異同を見極め、二種が一致する場合は上演実態に近いものであることを推
測した。
また、絵入狂言本（挿絵入りの筋書き本）の挿絵や本文も資料として活用し、役者評判記の挿絵は先行して出版された
絵入狂言本の挿絵と密接に関係していることを見極め、両者が異なる部分は上演実態を反映して訂正された可能性があ
ることを考察した。
さらに、挿絵の有無などから、当時の役者評判記出版元である八文字屋と江島屋の出版戦略が、速報性と情報量のいず
れに重きを置いていたかという点についても考察した。

研究成果の概要（英文）：Illustrations in books about popurality of KABUKI actors have a relation to the 
contents of the programs for the performance and reviews. In case when two sorts of the books are 
published, agreement of their contents say the actual conditions on KABUKI dramas. Books about plot of 
plays with illustrations are very useful in the study of illustrations. Difference between them indicate 
the corrections based on the actual conditions.Hachimonjiya and Ejimaya, publishers, had strategies. The 
former attached great importance to the amount of information, and the latter to quick reports.
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１．研究開始当初の背景 
（1）歌舞伎をはじめとする近世演劇に対す
る国際的な関心が高まっている現状にあっ
て、近世演劇関係の資料はかなり整備されて
きている。しかし、まだ資料紹介の段階にと
どまっていて、既刊資料の利用はいまだ不十
分であり、実証的な研究がなされていない。
そこで、演劇文化形成という広範な視点から、
翻刻された資料等を活用した研究が要求さ
れていた。 
 
（2）近年、画像資料の研究が重要視される
ようになってきている。近世演劇研究におい
ても、画像資料に配慮することは不可欠とな
っている。しかし、継続的に多数の出版があ
った役者評判記の挿絵の研究は、いまだ皆無
に等しい。絵入狂言本等、他の画像資料につ
いても同様の状況にある。そこで、当時の出
版文化を考える上からも、まず役者評判記の
挿絵研究に着手することは、喫緊の課題とな
っていた。 
 
（3）各大学等の図書館では、所蔵する一次
資料をデジタル・アーカイブとして公開する
ことが推進されてきている。大阪府立大学学
術情報センター図書館には、近世演劇の重要
な一次資料である番付・絵づくしが貴重書と
して多数収蔵されているが、目録の整備等、
公開に向けての作業が進んでいなかった。こ
れはデジタル・データ化して、将来的には公
開を目指すべき資料であり、早急にデジタ
ル・データ化して研究者の閲覧希望要求に応
える必要があった。 
 
２．研究の目的 
（1）①役者評判記の挿絵を多数収集し、個
別の歌舞伎演目の上演実態を推察する資料
とする。そのために、画像資料である役者評
判記の挿絵の信頼度を考察して行く。 
   ②それとともに、役者評判記の挿絵を、
絵入狂言本や絵づくし等、他の歌舞伎資料に
収められている画像資料と比較検討し、役者
評判記の挿絵の位置づけを確実なものとす
る。 
 
（2）役者評判記の評文に記述されている歌
舞伎演目の内容、絵入狂言本の本文に書かれ
ている演目のあらすじ等を読み込み、挿絵と
上演内容との関連を詳細に検討する。それに
より、役者評判記の挿絵がどのように上演実
態を反映しているかを見極め、江戸時代の歌
舞伎の舞台演出等、当時の上演実態を解明す
る。 
 
（3）①大阪府立大学学術情報センター図書
館所蔵の貴重書である番付・絵づくしを整理
し、データペース化して、デジタル・アーカ
イブとしての公開に備える準備を進める。 
   ②さらに、資料の中の画像について、
役者評判記の挿絵との関連を中心に考察を

進める。 
 
３．研究の方法 
（1）①役者評判記の挿絵はサイズが小さく
細部が見づらいため、拡大資料を作成する
（約 700点）。 
   ②関連する演目の絵入狂言本の影印資
料を入手する。 
   ③これらの資料を一点ずつ詳細に検討
し、役者についての評文や絵入狂言本本文な
どの文字資料と照らし合わせて、挿絵に描か
れている内容が実際に上演されたものかど
うかを検討し、信頼度を確定する。 
 
（2）①上記（1）の成果を得るため、研究協
力者 5名（森谷裕美子・川端咲子・原田麻衣・
渕田恵子・松葉涼子）との研究会を定期的に
実施し、役者評判記の挿絵を検討する。 
   ②とくに、同一興行に対して二種の役
者評判記が出版されている場合に着目する。
二種の比較によって共通する部分を捕捉し、
それが実際の上演内容を反映しているもの
と考えて、どのように演出されていたかを推
測する。 
 
（3）①現在の歌舞伎興行における演出を実
見し、役者評判記の挿絵に見られる演出を考
える手がかりとする。 
   ②また、江戸時代以来継承されてきた
演出を現代に生かすための手法を確認する。 
   ③同時に、上演関係資料を収集する。 
 
（4）①大阪府立大学学術情報センター図書
館所蔵の貴重書に含まれている番付・絵づく
し類のデジタル・データをプリント・アウト
し、目録を整備する。この作業には、研究協
力者の助力を得る。 
   ②とくに画像資料を抽出して、上記（2）
の研究会における資料とする。 
 
４．研究成果 
（1）①同一興行に対して二種が出版されて
いる役者評判記を選び、研究会において挿絵
を中心に一点ずつを子細に検討した。その結
果、二種の挿絵で構図等が酷似するもの、反
転させた絵組になっているものがあること
などが判明した。これらは、従来の研究では
まったく言及のなかった事柄である。 
   ②ここから、さらに当時の本屋（出版
業者）の出版戦略（刊行時期を急いで先行し
て売り出すか、後発でも情報量を充実させる
かという相違）を具体的に証明することがで
きた。今後は、さらに挿絵の検討を行うこと
により、出版文化の中における演劇資料（と
くに画像資料）の位置づけを明らかにするこ
とができると思われる。 
   ③この内容は、研究代表者が学会発表
の一部として取り上げ、論文として 2015 年
に活字化される予定である（印刷中）。 
 



（2）①研究会において、上記（1）①の役者
評判記に挿絵が掲載されている作品の絵入
狂言本を講読し、絵入狂言本の挿絵が役者評
判記の挿絵の粉本である場合が多いこと、絵
入狂言本の板元（出版社）に拘らず役者評判
記で挿絵を利用していること等が判明した。 
   ②さらに、後発の役者評判記の挿絵に、
絵入狂言本の挿絵や先行する役者評判記の
挿絵と異なる点が見られる場合は、あえて施
した改変であって、上演実態を反映したもの
と考えられると推測した。これは、従来の研
究ではまったく推測されていなかった。 
   ③挿絵が上演実態を反映しているとい
う点については、研究代表者が学会発表の一
部として取り上げ、論文として 2015 年に活
字化される予定である（印刷中）。 
 
（3）①研究協力者原田麻衣氏の助力により、
大阪府立大学学術情報センター図書館所蔵
の貴重書に含まれている番付・絵づくし類の
デジタル・データをプリント・アウトした。
その結果、これらのデータは、すでにデジタ
ル・アーカイブとして公表されている同図書
館所蔵の椿亭文庫の番付・絵づくし類と同様
に、すみやかに公開するべき資料であると判
断した。 
   ②当該資料は、試験的に大阪府立大学
ハーモニー博物館（WEB ミュージアム）に
収録し、閲覧の便を図ることとなった。 
 
（4）研究協力者渕田恵子氏の所属する萩市
立美術館において開催された「上方の浮世
絵」展を観覧し、同所において研究会を開催
して、役者評判記の挿絵と役者絵の関連につ
いて検討した。これにより、役者評判記の挿
絵と役者絵の関連から、上演実態がさらに詳
細に判明する見込みがあり、今後も継続的に
役者絵に関する資料を入手して比較検討す
ることを確認した。 
 
（5）歌舞伎座・新橋演舞場・南座・松竹座
等の歌舞伎興行を実見し、とくに古典の演目
に注目して現在の歌舞伎の上演実態を調査
した。この調査により、役者評判記の挿絵の
示す演出を推測する手がかりを多く得たほ
か、江戸時代から現代に至るまで継承されて
いる演出・趣向を確認した。 
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